
（青森県） 五 所

雪’ 

川
 

広
 

市
 

原
 

沖
縄
で
は
、
三
月
初
め
か
ら

日
照
り
が
続
き
、
明
治
二
十
三

年
以
来
八
十
一
年
ぷ
り
の
大
干

ば

つ
に
襲
わ
れ
、
こ
の
た
め
、
 

誠
に
憂
慮
す
べ
き
状
況
に
陥
っ
 

て
い
ま
す
o
 

．'
 

こ
の
よ
う
な
事
態
に
鑑
み
、
 

本
土
復
帰
を
目
前

に
し
て
異
常

な
災
害
と
た
た
か

つ
て
い
る
沖

縄
の
人
々
の
う
え
に
思
い
を
は

せ
、
日
赤
県
支
部
で
は
、
救
援

金
の
善
意
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
 

こ
の
運
動
も
十
二
月
二
十
五

日
ま
で
で
す
の
で
、
市
福
祉
事

務
所
へ
あ
な
た
の
善
意
を
お
届

け
く
だ
さ
い
。
 

み
ん
な

で
 

明
る
い
お

正

月
を
 

歳

末
た

す

け

あ
い

運

動

に
も
ご

協

力

を
 

共
同
募
金
の
一
環
と
し
て
、
 

毎
年
十
二
月
一
日
か
ら
行
な
わ

れ
る
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
は

市
内
の
、
生
活
に
困
っ
で
お
正

月
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
な
い

よ
う
な
家
庭
に
、
明
る
く
楽
し
 

い
年
越
し
を
し
て
も
ら
う
た
め

の
も
の
で
す
。
現
金
は
も
ち
ろ

ん
、
衣
類
・
食
料
品
・
日
用
品

な
ど
で
も
結
構
で
す
の
で
、
市

役
所
の
市
福
祉
事
務
所
内
の
市

社
ム
稲
祉
協

議
会
ま
た
は
、
市

役
所
の
各
支
所

・
出
張
所
に
、
 

十
二
月
二
十
五
日
ま
で
に
お
届

け
願
い
ま
す
。
 

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
の
善

意
は
共
同
募
金
と
違
い
、
市
内

で
集
ま
っ
た
も
の
は
、
た
だ
ち

に
市
内
に
配
分
さ
れ
ま
す
。
し

か
も
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
事

務
局
で
直
接
受
付
け
た
も
の
は

旧
市
内
に
、
市
役
所
の
各
支
所

出
張
所
で
受
付
け
た
も
の
は
、
 

旧
村
ご
と
に
、
生
活
に
困
っ
て

い
る
家
庭
に
贈
ら
れ
ま
す
。
 

祉
会
（
川
浪
喜
代
作
会
長
）
、
 

手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
（
坂
本
甚

作
会
長
）
、
更
生
保
護
婦
人
会
 

（
佐
々
木
初
海
会
長
）
、
五
所

川
原
婦
人
会
（
永
井
か
つ
会
長
 

）
 
の皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
文
字

ど
う
●
市
民
ぐ
る
み
の
善
意
運

動
で
し
た
。
 

沖

縄

干
害

の
救

援
金
も

募
集
し
て

い

ま
す
 

市生活環境パトロール本部 

（環境班・道路交通班・ 

消防防災班）は 

消防本部内にあります。 

直通電話は 

5- 1414です 

お正月は新暦で 

行ないましよう 

これまで、お正月は、新暦と

旧暦に分かれてまちまちでした

が、お正月を新暦でliないます

と、子どもさんの冬休みや、遠

くに勤めている人の帰省なども

あって家族揃って楽しいお正月

を迎えることができます。 

昨年は85％の’家庭が新暦で行

なっていますが、ことしも西北

五地城全体で新暦で行なう運動

をすすめていますので、どうぞ

ご協カくださいc 

力
に
よ
り

ま
し
て
、
 

別
表
の
よ

う
に
、
百

十
五
万
三

百
八
十
六

円
が
集
ま

り
ま
し
た

ほ
ん
と
う

に
あ
り
が

と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
 

こ
の
善

意
は
、
福

祉
施
設
や

子
ど
も
の

遊
び
場
に

あ
る
い
は

生
活
の
苦

し
い
人
た

ち
の
在
宅
 

援
護
や
辺
地
の
援
護
ま
た
は
災

害
の
見
舞
い
な
ど
に
贈
ら
れ
る

わ
け
で
す
が
、
市
内
の
こ
の
運

動
は
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
 

秋
田
修
次
会
長
）
を
中
心
に
町

内
会
（
石
井
柾
次
郎
連
合
会
長
 

）
、
部
落
会

学
校
、
民
生
児

童
委
員
連
絡
協
議
会
（
小
山
田

鳳
隆
会
長
）
、
身
体
障
害
者
福
 

ありがとうござし、ました 

市内の共同募金は 
1、15O. 386円集まりました '

 

「
た
す
け
あ
っ
て
、
み
ん
な
 

が
し
あ
わ
せ
に
ノ
・
」
をー
ス
ロー

 

ガ
ン
に
十
月
一
日
か
ら
旬
な
わ

れ
て
い
る
、
赤
い
羽
根
共
同
募

金
運
動
の
一
般
募
金
は
、
ま
だ

未
完
の
町
内
も
あ
り
ま
す
が
、
 

市
民
の
皆
さ
ん
の
多
大
な
ご
協
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共同募金市 内 

市社会福祉協議会‘引＃凸に、に1 につ7 器片倉翼岩学焚云（街募）61.527 
更生保護婦人会 、1刈グナノ v"vい 

喜所川厚婦ム会人（ク） 36.288 
、手をつなぐ親の会、”ノ vv"vu 
、民生委員連絡協議会（") 21.857 
身体障害者福祉会（I,) 7.715 
街頭募金合計 	 127.387 
小中高校 	 62 250 
七和地区 	 74.200 
長橋地区 	 72. 200 
ニニ一 	 “945 銭 
毘沙門地区 	 59. 350 
中川1地区 	 53. 700 
iW詰iiIV 	 49.090 
栄地区 	 45.400 
松島地区 	 44 800 
梅沢地区 	 31.600 
新市内合計 	 492,285 
松島町一丁日 	 8.600 

	

二三丁月 	 16.700 
・四丁目 	 10.500 

	

五丁目 	 14.170 

	

六丁 11 	 13.8旧 

	

七丁目 	 9.900 

	

八丁目 	 0 
松島町合計 	 73. 680 
平和町 	 37. 400 
田町 	 30. 400 
鎌谷町 	 29. 930 
寺町岩木町 	 28.725 
元町 	 24. 938 
栄町 	 23. 200 
敷島町 	 20. 700 
本町 	 19.000 
大町 	 16.800 
布量町 	 15. 700 

内 訳 （単位は円） 

中平井町 
旭町 
さつき町 

線 
柏原町 
川端町 
平井町 
新宮末広町 
末広町 
上平井町 
十川町 
幾島町 
千鳥町 
i有田1' 

第一十鳥町 
第一刊I町 
成田町 
弥生町 
田園調布 
第二 I}町 

東讐町 

新宮団地 

下平井町 

雛田町 

錦町 

旧市内合計 

市庁内募金 

上平井町・林きわ 

金山・高橋豊次郎 

米田・佐藤甚一 

総計 

5.200 
4.800 
3.950 
3.000 
2.600 
2.500 
2.400 
1.700 
0.500 
9.800 
9.800 
8.000 
7.850 
7.000 ~ 
6.6801 
6.100 
6.000 
5. 100 
5.000 
4.500 
4.200 
3.000 
1.800 

0 
0 
0 

521. 953 
3.761 
3.000 

1. 000 
1 .000 

1 150.386 

「
 

 

   

   

  

~ 

   

   



保
 

受
 

◇
対
象
児
童
 

就
学
前
ま
で
の
乳
幼
児
で
家

庭
保
育
が
で
き
な
い
事
情
に
あ

る
も
の
 

◇
受
付
場
所
 

市
福
祉
事
務
所
ま
た
は
市
役

所
の
支
所
・
出
張
新
 

◇
募
集
人
員
 

五
所
川
原
保
育
園
と
診
島
団

地
保
育
園
は
各
百
二
十
人
コ
ず

が
、
そ
れ
以
外
の
保
育
園
は
各

六
十
人
 

◇
入
所
決
定
 

市
が
実
態
調
査
の
う
え
決
め

ま
す
。
 

◇
入
所
申
請
書
 

用
紙
は
、
受
付
場
所
お
ょ
び

次
の
保
育
所
に
あ
り
ま
す
 

◇
保
育
所
名
 

柳
 
町
 
五

所
川
原
保
育
園

飯
 
詰
 
若
 
葉
 

保
育
園

鶴
】
ケ
岡
 
三
 
好
 
保
育
所

湊
 
さ

か
え
 
保
育
園

藻
 

川
 
藻
 
川
 
保
育
園

松

島
町
 

松
島
団
地
保
育
園

川
 
山
 

中
 
川
 
保
育
所

羽
野
木
沢
 
七
 
和
 
保
育
所

鎌
谷

町
 
か
ま
や
 
保
育
園

米
 
田
 

津
軽
野
 
保
育
園

梅
 
田
 

梅
 
田
 
保
育
園

さ
つ
き
町
 
さ
つ
き
 
保
育
園

平
和

町
 
さ
く
ら
 
保
育
園
 

来
年
四
月
．
 

日
か
ら
保
育
す

る
児
童
の
中
込

み
を
、
次
の
よ

う
に
受
付
け
ま
 

」》
。
 

◇
受
付
期
問

十
二
月
十
目

か
ら
来
年
一
月

十
日
ま
で
 

を
 

み
 

込
 

申
 

所
 

入
 
す

の
 
ま

所
 
け

育
 
付
 

② 

戦
没
者
叙
位
叙
勲
が

伝
達
さ
れ
ま
し
た
 

第
八
十
二
回
か
ら
第
八
十
八

回
ま
で
の
、
戦
没
者
叙
位
叙
勲
 

者
市
内
脇
係
二
十
人
の
伝
達
式

は
、
十
一
月
二
十
五
日
、
市
小

央
公
民
館
で
行
な
わ
れ
ま
し
た

が
、
お
名
前
は
次
の
と
お
り
で

す
。
 

な
お
、
 （
 
）
内
は
遺
族
で

す
。
 

鎌
谷
町
三
上
豊
三
（
妻

・
一二

橋
み
づ
江
）
、
長
富
藤
森
金
雄
 

（妻
・

ェ
ッ
）
、
松
島
町
二
丁

目
木
村
直
一
（
養

子
・
新
三
）
 

吹
畑
毛
内
浅
吉
（
妹
・

マ
サ
）
 

野
里
土
岐
信
吾
（
兄

・
周
蔵
）
 

川
山
秋
田
平
五
郎
（
母
・
ミ
サ
 

）
、

一
野
坪
小
野
為
次
郎
（
妻
 

・

ツ
マ
）
、
川
山
秋
由
俊
江
（
 

兄

・
長
吉
）
、
飯
詰
小
田
桐
敏

夫
（
妻
・
み
を
）
、
松
島
町
七

丁
日
笹
森
勝
（
母

・
き
わ
）
、
 

川
山
秋
田
定
省
（
兄

・
雄
策
）
 

長
富
中
元
又
五
郎
（
兄

・
万
助
 

）
、
高
野
小
笠
原
堅
三
郎
（
兄
 

・

堅
太
郎
）
、
下
平
井
町
長
谷

川
小
一
（
長
女
・
中
村
正
子
）
 

飯
詰
開
米
す
い
海
（
母
・
き
せ
 

）
、
唐
笠
柳
太
田
助
太
郎
（
母
 

・

キ
ョ
）
戸
沢
斎
藤
喜
一
郎
（
 

長
男
・
敏
雄
）
、
唐
笠
柳
野
呂

千
次
郎
（
次
男
・
正
治

）
、
種

井
鳴
瀬
宇
佐
美
（
妻
・
ト

ミ
エ
 

）
、
梅
田
永
田
正
光
（
妻
・

つ

瓦
）
。
 

市
観
光
写
真
コ
ン

テ
ス

ト
の
市
長
賞
は
小
林
さ

ん
と
境
さ
ん

で
し
た
 

市
観
光
協
会
（
斎
藤
昇
会
長
 

）
主
催
の
、
第
二
回
市
観
光
写
 
 

真
コ
ン

テ
ス
ト
は
、
カ
ラ
ー
写

真
四
十
二
点
、
カ
ラ
ー
ス
ラ
イ

ド
五
十
点
の
応
募
が
あ
り
、
市

観
光
協
会
長
、
市
政
記
者
会
外

崎
東
奥
日
報
記
者
、
西
北
五
写

真
同
業
会
大
村
昭
五
会
長
、
市

商
工
観
光
課
長
沢
課
長
ら
が
審

査
の
結
果
、
次
の
と
お
り
入
賞

者
が
決
ま
り
ま
し
た
。
 

◇
カ
ラ
ー
写
真
 

市
長
賞
小
林
昭
二
 
（大
町
）
 

商
工
会
議
所
会
頭
賞
白
岩
昭
（
 

新
宮
町
）
、
市
観
光
協
会
長
賞

前
田
文
弘

（野
里
）
、
白
岩
昭

佳
作
伊
藤
昌
六
（
平
和
町
）
、
 

川
村
肇
（
田
町
）
、
滝
吉
喜
久

弥
（
本
町
）
長
峰
洋
（
飯
詰
）
 

◇
カ
ラ
ー
ス
ラ
ィ
ド
 

市
長
賞
境
静
夫
（
柏
原
町
）
 

市
議
会
議
長
賞
坂
本
俊
一
（
下

岩
崎
）
、
市
観
光
協
会
長
賞
小

林
昭
二
、
坂
本
俊
一
、
佳
作
岩

谷
宣
隆
（
さ
つ
き
町
）
、
境
静

夫
、
長
峰
洋
。
 

永
年

勤
続
の

市
職
員

を

表

彰
し

ま
し

た
 

市
で
は
、
こ
の
程
、
永
年
勤

続
の
、
次
の
市
職
員
七
十
四
人

を
表
彰
し
ま
し
た
。
 

◇
二
十
五
年
勤
続
 

三
浦
新
一
（
財
政
課
）
、
須

藤
力
太
郎
（
市
民
課
）
、
安
田

弥
十
郎
（
監
査
委
員
会
事
務
局
 

）
葛
西
稔
（
教
育
委
員
会
事
務

局
）
、
久
末
武
義
（
消
防
署
）
 

◇
二
十
年
勤
続
 

山
上
淳
、
木
村
正
友
（
消
防

本
部
）
、
榎
本
勝
彦
（
人
事
課
 

）
、
成
田
辰
雄
（
財
政
課
）
、
 

高
橋
哲
一
、
成
田
柾
一
（
教
育

委
員
会
事
務
局
）
。
 

◇
十
五
年
勤
続
 

佐
藤
昌
一
（
企
画
総
務
課
）
 

大
屋
邦
喜
代
（
税
務
課
）
、
荒

谷
初
三
（
市
民
課
）
、
小
笠
原

敏
子
、
植
田
延
子
（
保
険
衛
生

課
）
、
高
橋
栄
（
農
林
課
）
、
 

奈
良
松
男
（
商
工
観
光
課
）
、
 

平
山
新
三
郎
（
水
道
課
）
、
斎

藤
健
治
（
福
祉
事
務
所
）
、
鶴

谷
芳
富
（
市
立
病
院
）
。
 

◇
十
年
勤
続
 

其
田
漸
、
白
取
昭
（
人
事
課
 

）
、
毛
内
光
義
、
渋
谷
幽
光

（
 
 

財
政
課
）
、
菊
池
五
郎
（
市
民

課
）
、
松
坂
忠
、
山
田
勇
之
進

三
橋
良
則
、
高
谷
照
手

（
保
険

衛
生
課
）
 

安
田
労
一
、
長
尾
弥
十
郎
（
建

設
課
）
、
木
村
さ
ち

（
都
市
計
 

画
課
）
、
長
沢
皿
圭
（
商

工
観
 

d
課
）
、
松
木
一
男
、
工
藤
栄
 

岡
田
豊
作
（
水
道
課
）
、
川
村

正
勝
、
平
山
テ
ル
 （
福
祉
事
務

所
）
、
」叫
田
一

（
会
計
課
）
、
 

小
山
内
倹
二
（
市
民
文
化
会
館
 

）
、
m
中
米
五
郎
（
梅
沢
支
所
 

）
、
川
村
勇
蔵
（
毘
沙
門
出
張

所
）
、
尾
崎
弘
子
、
木
村
せ
つ

芦
田
ふ
み
裏
、
大
谷
京
子
、
長

内
ッ
ズ
ュ
、
鈴
木
登
志
夫
、
鳴

海
ト
モ
ェ
、
山
谷
は
る
瓦
、
小

山
内
和
子
、
平
山
真
智
子
、
渋

谷
顕
文
、
石
田
和
康
、
‘尾
崎
マ

サ
、
佐
藤
雅
郎
、
千
葉
き
み
象

加
藤
熊
治
、
鶴
谷

つ
ね
、
白
取

は
つ
血
、
杉
野
い

つ
、
工
藤
愛

子
、
小
館
サ
ダ
、
小
田
桐
ハ
ナ
 

（
以

L
市
立
病
院
）
、
工
藤
俊

雄
（
議
会
事
務
局
）
、
水
上
明

雄
（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
 

）
、
奈
良
清
富
、
米
田
忠
徳
、
 

小
笠
原
カ
ッ
、
奈
良
岡
保
右
衛

門
、
和
田
キ
ヌ
、
成
田
権
四
郎
 

（
以
L
教
育
委
員
会
事
務
局
）
 

中
村
友
一
（
消
防
署
）
。
 

旧

金
鶏
勲
章

叙
賜

一

時
金
受

給
者
に
銀
杯

が
贈
ら
れ

ま

す
 

満
州
事
変
ま
で
の
功
績
に
よ

り
、
金

m加勲
章
を
授
与
さ
れ
年
 

金
を
支
給
さ
れ
て
い
た
旧
金
鶏

勲
竜
叙
賜
年
金
受
給
者
に
対
し

て
は
、
特
別
措
置
法
に
よ
り
一

時
金
を
支
給
し
ま
し
た
が
、
昭

和
十
五
年
四
月
二
十
九
日
づ
け

で
金
鶏
勲
章
を
授
与
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
 一
時
賜
金
と
し
て

賜
金
国
庫
債
券
を
支
給
さ
れ
た

旧
金
鶴
勲
童
叙
賜
一
時
賜
金
受

給
者
に
対
し
て
、
不
均
衡
を
是

正
す
る
た
め
、
内
閣
総
理
大
臣

が
銀
杯
を
贈
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
 

な
お
、
こ
の
こ
と
は
、
受
給

者
の
中
告
制
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
詳
し
い
こ
と
は
、
市
民

課
に
お
間
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
 

’第 36同 

明日をひらく映画の会 
◇と き 12月15日 G・） 

14時～16時 

◇ところ 甫民文化会館 

◇映 画 東映カラースコープ 

「赤穂浪士」 

児童映画「友情について」 

郵便番号を書いてない

年賀状は遅くなること

があります 

◇郵便番号を書けば都道府県名
は省略できます 

◇あなたの郵便番号も書いてく
ださい 

◇年賀状は22日までに出してく
ださい。 



屋
内
体
有
館
か

兼

ね
た
管
理
棟

が
あ
り
、
更
に

市
で

は
、
二
れ

に
約
六
百
万
円

の
予
算
で
、

来

年
度
完
成
を

め

ざ
し
、
野
球
場

建
設
の
工

事
を

進
め
て
い
ま
す
 

な
お
、

こ
の
 

雄
鵬
 施
設
の
管
理
と
 

麟

麟
 
促
進
事
業

団
か

尋
 
ら県
に
、
更
に

県
か
ら
市
に
委

託
さ
れ
て
い
ま

す

o
 

八
 

讐舞驚 
甘麟慧麟麟舞 鶏

動

鯛
議
胆
 

鰍
一
 

風
」
 

③
 

年
末
も
匠
り

き
、
人
々
が
心

忙
が
し
く
過
）
」
 

す
H
が
多
く
た

り
ま
し
た
。
例

年
の
こ
と
で

r
 

が
、
こ
の
時
期
 

に
は
、
子
ど
も

の
放
任
が
め
だ

ち
従

っ
て
非

h
 

問
題
が
多

ン
‘
、
発
 

1
し
て
い
ま
す
。
 

忙
が
し
く
て
も
、
子
ど

L
の

と
を
忘
れ
な

い
で
、
暖
か
』
 

対
話
を
欠
か
さ
な
い
よ
う

γ
配
 

・

贈
し
て
く
だ
さ

い
。
 

x
マ
ス
、
冬
休
オ
、

そ
ー
「
 

止
刀
と
続
き
、

金
銭
の
支
出

L
 

一
 
令
マ
く
な

っ
て
き
ま
す
。
f
電

L
 

中
心
の
行

事
で
も
、
家
庭
ゃ

f
 

ど
も
会
な
ど
が
主
催
し

て
行
な

わ
れ
る
よ
う
に
話
し
あ
う
二

J
 

も
必
要
で
す
。
 

冬
の
青
少
年
育
成
運
動
の

ひ

し／
つ
と
し
て
、
こ
と
し
も
関
係

磯
関
・

団
休
合
同
で
二
十
三
日
 

加

H”
凸
」
 

佳
一L什
けL
羽
 

が
勤
労
青
 

少
年

の
休

育
の
？
回
十
 

と
体
り

の

増
進
お
ょ
 

び
健
全
育

成
を
め
ざ
し
、

巾
内
 
 

か
ら
特
別
街
頭
補
導
が
行
な
わ

れ
ま
す
。

市
民
A
ん
な
で
明
乙

い
年
末
を
過
ご
し
た
い
も
の
・

す
、
 

ま
た
、
十
二
月
十
九

H
に
は

子
ど
も
会
・
ス
ポ

ー
ッ
少
年
団

の
中
球
大
会
が
、
十
二
月
二
十

六
日
に

は
、
 
「
お
手
伝
い
少
年

を
励
ま
十
八
ム
」
が
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
い
 

増
額
年

金
を
か
け
ま
せ

ん
か
 

年
金
が

上
積
み
さ

れ
ま

す
 現

在
、

国
民
り
金
の
老

令
自

金
の
「
鍔
」
、
二
十
五
年

か
け
金

を
納
め
た
人
で

月
八
千
円
、

夫

婦
で
一
万
六
千
円
で
す
。
 

こ
れ
か
・ら

の
世
の
中
は
、
止
H
 

と
違
っ
て
、

年
を
と
っ
て
も
了

ど
も
に
も
頼
れ
な

い
し
、
こ
れ

だ
け
の
年

金
で

は
老
後
が
不
安

だ
と
い
う
人
た
ち

の
た
め
に
、
 

増
額
年

4
2（
所
得

比
例
制
）
が

設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

飯
詰
の
五

所
川
原

総
合
高
等
職

業
訓

練
校
の
北
隣

り
に
建
設
し

た
も

の
で
す
。
 

約
三
千

万
円
を
投
じ

て
、
昭

和
四
十
四
年

十

一
月
着
工
し
、
 

昭
和
四
十
六
年
七
月
完
工
し

た

も
の
で
、
 
一
周
四
百

メ
ー
ト

ル

つ
三
睡
公
認
陸
上
競
技
場
と
、
 

二
の
制
度
は
、
毎
月
納
め
で

い
る
四
百
五
十
円

の
ほ
か
に
、
 

毎
月
二
百
五
十
円
多
く
か
け
る

ニ
と
「
いよ
っ
て
上
積
み
し
た
年

金
が
受
け
ら
れ
る
も

の
で
す
。
 

増
額
年
金
を
か
け
ま
す
と
定

額
八
千
円
の
ほ
か
に
、
二
十
五

年
納
め
た
人
で
月
に
四
千
五
百

円
プ

ラ
ス
さ
れ
ま
す
。
夫
婦

の

う
ち
、
夫
が
増
額
年
金
を
か
け

て
い
わ
ば
、
夫
の
年
金
一
万
一
一

千
五
百
円
プ
ラ
ス
妻
の
年
金
八

千
円

c
、
夫
婦
で
月
二
万
五
百

円

の
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

こ
の
増
額
年
金
に
は
、
国
民

年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
で
あ

れ
ば
誰
で
も
か
け
る

こ
と
が
で

き
ま
十
か
ら
、
豊
か
な
老
後

の

た
め
に
、
ぜ
ひ
、
か
け
る
よ
う

お
す
十
め
い
た
し
ま
す
。
 

主
た
、
国
民
年
金

の
加
人
名

で
、
五
反
歩
以
上
の
田
畑
の
あ

る
農
家
の
経
営
主
は
、
農
業
者

年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な

つ

て
い
ま
す
が
、
同
時
に
増
額
年

金
も
必
ら
ず
か
け
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
特
に
農
業
を
や

っ

て
い
る
人
の
老
後
の
く
ら
し
を

十
分

に
保
障
す
る
た
め
に
考
え

ら
れ
た
も
の
で
す
。
 

増
額
年
金
を
か
け
て
み
た

い

人
は
、
住
所
氏
名
お
よ
び
、

い

つ
か
ら
か
け
た
い
か
を
、
お
は

が
き
お
電
話
で
も
結
構
で
す
か

ら
、
市
役
所
国
民
年
金
係

へ
届

け
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
し
ま
す

と
、
後
程
、
保
険
料
の
納
入
な

ど
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
 

人
形
劇

教
室
を
ひ
ら

き

ま
す
 

市
中
央
公
民
館
の
「
あ
な
た

の
教
室
」
 
のひ
と
つ
と
し
て
人

形
劇
を
ひ
ら
き
ま
す
。
 

来
年

一
月
開
講

の
予
定
で
す

が
、
伝
統
の
人
形
劇
金
多
豆

蔵

の
木
村
幸
八
さ
ん
ら

を
講
師

「
」
 

開
く
も
の
で
、
伝
統
の
も

の
と

近
代
的
な
も
の
と
を
あ
わ
せ
て

行
な
う
も
の
で
す
。
 

と
く
に
、
金
多
豆
蔵
人
形
劇

に
つ
い
て
は
、
後
継
者

の
発
見
 

I
 

養
成
を
大
き
な
日
標
と
し
て
い
 
 

ま
す
。
 

人
形
劇
教
室
の
受
講

者
は
‘
 

一
般
市
民
や
高
校
生
を
対
象
と

し
て
い
ま
す
が
、
特
に

1
7い
人

を
観
迎
し
ま
す
。
稚
占

H
は
第

一
と
第
三
の
金
曜

H
の
午
後
六

時
ー
八
時
と
し
、
経
費
は
い
 
っ

さ
い
不
川
で
す
。
 

受
講
希
望
名
は
、

十
二
月
一
一

十
八
目
正
午
ま
で
、

市
中
央
公

民
館
に
遠
慮
な
く
巾

込
ん
で
く

だ
さ
い
。
 

県
民
手

帳
は
あ

な
た
の

ハ
ン
ド

ブ
ツ
ク
で

す
 

県
民
丁
帳
は
、
愛
川
者

か
ら

非
常
に
・
好評
を
尋
て
い
る
も

の

で
、
記
人

の
便
を
図
り
目
記
式

と
し
、
国
・
県
の
各
種
統
計
資

料
お
よ
び

妓
近
の
資

料
を
整

理

統
合
し
、

県
お
よ
び
市
町
村

の

特
性
等
を
明
ら
か
に
し
た
も
の

で
す
。
そ
の
他
日
常
便

覧
を
多

数
収
め

て
い
ま
す
の
で
、
 
一
般

市
民
や
学
生
の
皆
さ
ん

に
も
好

適
な
（
ソ
ド

ブ
 
ッ
ク
と
し
て
お

勧
め

い
た
し
ま
す
。
 

規
格

は
、
縦
十
四
セ
ン

チ
‘
 

ー
ト
ル
・
横
九
セ
ソ

チ
メ
ー
ト

ル
、
二
百
三
十
ペ

ー
ジ
、
黒
ビ

ニ
ー
ル
表
紙
、
百
五
十
円
の
立

派
な
も
の
で
、

市
商
工
観
光
課

で
取
扱
っ

て
い
ま
す
。
 

内
容
は
、
県
の
位
置

・
総
面

積
、
市
町
村
数

の
変
遷
、
気
象

お
も
な
山
岳

・
河
川
・
湖
沼
油

人
口
、
都
道
府
県
勢
、

市
町
村

勢
、
県
庁
機
構
、

衆
参
議
員
、
 

県
議
会
議
員
、

中
央
主
要
官
公

庁
、
県
内
主
要
官
公
庁
、

都
道

府
県
所
在
地
、

県
外

の
県
出
先

機
関
所
在
地
、
共
済
組
合

宿
泊

施
設
、

郵
便
物
料
金
、

道
路
標

識
、
紙
の
仕
上
寸
法
、

人
体
早

わ
か
り
、
血
圧
の
知
識
、

病
気

の
知
識
、
衣
類
の
し

み
抜
き
、
 

親
等
系
図
な
ど

で
す
n
 

市
税
完
納
強
調
期
間
 

十
一
月
一
目
ー
 

十
二
月
二
十

八
H
 

市
税
を
完
納
し

て
明
る
い
 

お
正
月
を
迎
え
ま
し

よ
う
 

青少年に楽しい年末を

過ごさせましよう 

山内施設紙 L見亨会 

五所川原勤労青少

年体育センター 



磐
 戸
 

'I 	I 、  

晋 

歳末たすけあい運動 

みんな揃って明るいお正月を 

東
京
都
国
立
市
富

土
見
台
に
あ
る
N
H
 

④
 

い
一一
 
K
学
園
高
等
学
校
（
 

森
戸
辰
男
校
長

・
電

話
〇
四
二
五
ー
七
一
一
 

ー
三
一
五

こ
で

は

昭
和
四
十
七
年
度
の

生
徒
を
次
の
よ
う
に

募
集
し
て
い
ま
す
。
 

山
 
募
集

人
員
は
普
通
 

0
 
科
通
信
制
課
程
五
千
 

5
0
 人
で
、
来
年
の
三
月
 

一
H
ー
三
十
一
日
に
願
書
を
受
 

付
け
ま
す
。
 

◇
ど
う
い
う
高
校
で
す
か
？
・

働
き
な
が
ら
勉
強
し
た
い
と

い
う
人
の
た
め
の
嘱
校
で
、

通

信
制
四
年
課
程
で
、
全
国
ど
こ

に
住
ん
で
い
て
も
、
年
令
・
性

別
に
関
係
な
く
入
学
で
加
f
す
 

◇
入
学
資
格
は
？
・
 

中
卒
ま
た
は
た
来
年
三
月
卒

見
の
人
、
あ
る
い
は
、
旧
制
高

小
卒
で
も
資
格
認
定
試
験
に
合

格
さ
れ
た
人
で
す
。
 

◇
授
業
料
は
？
・
 

年
間
経
費
は
、
入
学
金
・
授

業
料
・
教
科
書
代
な
ど
、
す
べ

て
を
含
ん
で
八
千
円
程
度
で
す
 

◇
勉
強
の
す
す
め
か
た

は
？
・
 

N
H
K
が
放
送
す
る
「
通
信

高
校
講
座
」
を
視
聴
し
な
が
ら

自
宅
学
習
を
す
す
め
、
ス
ク

ー
 

リ
ン
グ

（
面
接
授
業
）
で
協
力

校
の
弘
前
高
校
に
登
校
す
る
の

は
、
月
二
回
程
度
で
す
。
 

郵

便
物
が

か
ぜ

を
ひ
き
 

ま

す
 

五
所
川
原
郵
便
局
で
は
、
郵

便
受
函
の
設
置
運
動
を
す
す
め

て
い
ま
す
が
、
相
当
数
の
受
函

を
つ
け
て
い
た
だ
き
、
郵
便
配
 
 

達
の
効
果
が
一
段
と
向
L
し
て

い
る
よ
う
で
す
。
 

し
か
し
、
最
近
の
住
宅
は
「ノ

ル
ミ
サ
 
ッ
シな
ど
で
造
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
郵
便
物
を
入
れ

る
隙
間
が
な
く
、
止
む
な
く
郵

便
物
を
持
帰

っ
た
り
、
風
で
飛

ん
だ
り
し
て
配
達
業
務
の
渋
滞

す
る
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
五
所

川
原
郵
便
局
で
は
、
家
族
名
も

書
け
て
表
札
が
わ
り
に
も
な
り

新
聞
入
れ
に
も
な
る
郵
便
受
函

を
、
七
百
円
で
斡
旋
し
て
い
ま

す
o
四
局
の
三
二

0
二
番
に
お

申
込
み
あ
り
し
だ
い
、
す
ぐ
お

届
け
し
ま
す
。
 

,
  

電
話

の
ケ
ー

ブ
ル
線
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
 

最
近
 
西
北
五
地
方
で
、
心

な
い
ハ
ン
タ
ー
に
よ
り
、
電
話

の
ケ
ー
ブ
ル
線
が
撃
た
れ
、
電

話
が
不
通
に

な
る
と
い
う
例
が

し
ば
し
ば
発
生
し
、
電
話
局
で

困

っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
地
方
は
、
広
範
な
稲
作

地
帯
な
ば
か
り
で
な
く
、
力
モ

の
生
息
に
好
適
な
溜
池
が
多
い

の
で
、
 カ
モ
と
ハ
ソ
タ
ー
も
多

い
よ
う
で
す
。
 

故
意
に
電
話
線
を
撃

っ
て
る

と
は
思
わ
れ
ま
せ
ん
が
、
故
弾

が
ケ
ー
ブ
ル
線
を
貫
通
し
た
例

も
あ
り
ま
す
の
で
充
分
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
 

今
年
度
も

税
法
が
改
正

さ
れ
ま
し

た
 

今
年
度
も
所
得
税
の
減
税
を

中
心
に
、
次
の
よ
う
に
税
法
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

所
得
税
で
は
、
給
与
所
得
控
 
 

除
を
は
じ
め
、
各
種
の
所
得
控

除
が
引
き
あ
げ
ら
れ
、
な
お
、
 

青
色
申
告
者
に
つ
い
て
青
色
事

業
主
特
別
経
費
準
備
金
が
創
設

さ
れ
ま
じ
た
。
 

ま
た
、
相
続
税
や
噌
与
税
の

配
偶
者
控
除
な
ど
が
引
き
あ
げ

ら
れ
、
公
害
対
策
や
資
源
開
発

対
策
、
企
業
体
質
の
強
化
な
ど

に
役
当
て
る
た
め
の
改
正
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
が
、
交
際
費
に

対
す
る
課
税
は
強
化
さ
れ
ま
し

た
。
 

各
種
の
所
得
控
除
額
は
次
の

と
お
り
で
す
が
、
 （
 
）
内
は

改
正
前
の
額
で
す
。
 

所
得
控
除
の
引
き
あ
げ

基
礎
控
除
 

十
九
万
円
（
十
八
万
円
）
 

配
偶
者
控
除
 

十
九
万
円
（
十
八
万
円
）
 

扶
養
控
除
 

十
三
万
円
（
十
ニ
万
円
）
 

給
与
所
緑
控
除
の
定
額
控
 

余
 十

三
万
円
（
十
万
円
）
 

一三
 
障
害
者

・
老
年
者
・
寡
婦
 

勤
労
学
生
の
各
控
除
 

十
一
万
円
（
十
万
円
）
 

特
別
障
害
者
控
除

十
五
万
円
（
十
四
万
円
）
 

配
偶
者
の
い
な
い
世
帯
の

一
人
め
の
扶
養
親
族
に
つ
い

て
の
扶
養
控
除
 

十
四
万
円

（十
三
万
円
）
 

白
色
申
告
者
の
専
従
者
控
 

余
 十

七
万
円
（
十
五
万
円
）
 

新
設
さ
れ
た
青
色
事
業
主

特
別
経
費
準
備
金
に
繰
り
入

れ
た
金
額
は
、
毎
年
の
事
業

所
得
の
五
％
相
当
額
（
最
高

十
万
円
）
を
限
度
と
し
て
、
 

必
要
経
費
と
な
り
ま
す
。
 

配
偶
者
控
除
や
扶
養
控
除

が
で
き
る
所
得
限
度
が
、
次

の
と
お
り
引
き
あ
げ
ら
れ
ま

し
た
。
 

給
与
所
得
な
ど
 

十
五
万
円
（
十
万
円
）
 

資
産
所
得
な
ど
 

十
万
円
（
五
万
円
）
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ソ
で
、
給
与

以
外
の
所
得
が
十
万
円
（
五

万
円
）
ま
で
の
人
は
、
確
定

申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
 

山
林
所
得
、
譲
渡
所
体
、
 

一
時
所
得
の
特
別
控
除
額

四
十
万
円
 
（
三
十
万
円
）
 

素
人

の
電
気
の

配
線
は

危
険
で

す
 

ブ
レ

ー
カ

ー
が
動
い
た
り
、
 

安
全
器
が
熱
い
な
ど
、
電
気
に

異
常
が
あ
る
の
は
、
配
線
が
適

正
で
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、
太

い
電
線
に
張
替
え
る
か
、
仮
配

線
の
改
修
や
コ
ン
セ
ン
ト
の
増

設
な
ど
、
電
気
の
使
用
に
見
合

っ
た
適
正
な
設
備
に
す
る
こ
と

が
、
ぜ
ひ
必
要
で
す
、
 

ラ
ジ
オ
と
電
灯
の
み
の
配
線

で
あ

っ
た
十
年
前
と
同
じ
状
態

で
は
、
故
障
が
起
こ
り
不
便
な

ば
か
り
で
な
く
、
こ
れ
を
直
さ

な
い
と
火
事
に
な
る
危
険
が
あ

り
ま
す
。
 

家
庭
電
化
が
進
ん
で
、
か
え

っ
て
危
険
で
不
便
を
感
じ
て
は

文
化
生
活
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
 

電
力
会
社
で
は
、
二
年
に
一

回
、
屋
内
配
線
の
測
定
を
や

っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
別
に
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
な
く

従
来
の
奉
仕
で
す
。
た
だ
し
、
 

臨
時
に
検
査
を
頼
む
と
き
は
お

金
が
か
か
り
ま
す
。
 

5000人の広き門へどうそ 


	001
	002
	003
	004

